
芸術文化企画演習 軍艦島・三菱重工 長崎造船所訪問（１１月６日） 

                           １DS０６１７８N 川畑泰子 

【軍艦島入口付近の鉄パイプの山】 



 

【軍艦島中部付近の瓦礫の山】 

軍艦島は、「廃墟の聖地」とも聞いていたので非常に頽廃的な空気が全面を占めているのだろうか？という

漠然としたイメージがあったが実際訪れてみると非常に生命力のまだ残っている島だった。島が人がいた

記憶をまだ残している、島が人を覚えている感覚が残っていた。たくさんの鳥が羽ばたき、生命をそこで

育み、まだ島としての生命のエネルギーはとても強い島であった。 

「廃墟」というのは廃れた建物のことを言うが、「軍艦島」を訪れてみて、「廃墟」というものの魅力は、

その場所に残る生命の微かなエネルギーにあるのでは無いか？と私は感じた。 

 

【三菱重工 長崎造船所 記念館にて】 

ここもまた、多くの人間が作り出したエネルギーという財産がとても巨大でかつ緻密で、無機的なフォルムをしていな

がら、多くの人間を海へ繰り出すという、非常に有機的な意図を叶えた後の夢。という形で素敵に存在していた。 


